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◆
読
書
週
間

【
期
間
】

10
月
27
日
（
木
）
～

11
月
９
日
（
水
）

【
標
語
】
い
ざ
、
読
書
。

◆
ラ
イ
ブ
ラ
リ
コ
ン
サ
ー
ト

【
日
時
】
11
月
20
日
（
日
）

13
時
～
17
時

【
場
所
】
本
館
１
階

【
内
容
】

ジ
ャ
ズ
演
奏
・
読
み
聞
か
せ

※

通
常
館
内
は
飲
食
禁
止
で
す
が
、

当
日
に
限
り
持
参
し
た
飲
み
物
を
飲

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

本
館
☎
53
・
０
３
０
１

◆
香
北
地
区
文
化
展

【
日
時
】

・
11
月
５
日
（
土
）

　

９
時
～
16
時
30
分

・
11
月
６
日
（
日
）

　

９
時
～
15
時
30
分

※

お
は
な
し
会
の
時
間
は
、
10
時
30

分
～
11
時
と
13
時
30
分
～
14
時
で
す
。

【
場
所
】
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】
お
は
な
し
会
・
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
・
出
前
ミ
ニ
図
書
館

【
問
い
合
わ
せ
先
】

香
北
分
館
☎
59
・
４
５
５
０

◆
物
部
地
区
文
化
展

【
日
時
】
11
月
12
日
（
土
）

１
部
＝
10
時
30
分
～

２
部
＝
13
時
30
分
～

【
場
所
】

奥
物
部
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

【
内
容
】
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド

づ
く
り
・
お
は
な
し
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

物
部
分
館
☎
58
・
５
８
７
０

◆
出
前
図
書
館

【
日
時
】
11
月
23
日
（
水
・
祝
）

12
時
30
分
～
16
時

【
場
所
】
中
央
公
民
館
（
人
権

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場
）

【
内
容
】
山
本
一
力
さ
ん
の
書

籍
や
人
権
関
連
書
籍
の
貸
し
出
し

【
問
い
合
わ
せ
先
】

本
館
☎
53
・
０
３
０
１

◆
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
エ
プ
ロ

　

ン
シ
ア
タ
ー
貸
し
出
し

　

パ
ネ
ル
布
や
エ
プ
ロ
ン
に
絵

や
文
字
を
貼
っ
た
り
外
し
た
り

し
て
表
現
す
る
お
話
道
具
を
貸

し
出
し
ま
す
。
『
ね
ず
み
く
ん

の
チ
ョ
ッ
キ
』
『
赤
ず
き
ん
ち

ゃ
ん
』
な
ど
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

本
館
☎
53
・
０
３
０
１

市
立
図
書
館

Ｐｉｃｋ  Ｕｐ

小やぎのかんむり

市川朔久子　著

親との確執を抱える中学

３年生の夏芽が参加した

小さな山寺でのちょっと

不思議なサマーキャンプ。

人の優しさ、親子につい

て考えさせられる感動作。

夜を乗り越える

又吉直樹   著

これまで読んできた数々

の小説を通して、「なぜ

本を読むのか」「文学と

は、人間とは」を考える。

芥川賞受賞作『火花』の

創作秘話も。

ピカソになりきった男

ギィ・リブ　著

その朝、俺はピカソだっ

た。３０年間、贋作を作り

続けた男が明かす、美術

界の知られざる実態。巨

匠になりきるための努力、

執念に脱帽。

　

短
歌
の
部　
　
　

（
選
者　

岡
崎
桜
雲
氏
）

特　
　
　

選　

 　

こ
の
言
葉
病
気
が
妻
に
言
わ
す
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

笑
顔
で
吾
は
た
だ
聴
い
て
い
る 

宮
地　

亀
好

優　
　
　

秀　

 　

交
替
の
駅
に
降
り
た
る
乗
務
の
女
性

　
　
　
　
　
　
　
　

「
の
ぞ
み
」
の
発
車
に
し
ば
し
礼
す
る 

古
川　

安
子

優　
　
　

秀　

 　

田
の
畦
に
刈
り
残
し
た
る
鬼
百
合
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夕
風
う
け
て
御
辞
儀
を
し
あ
ふ 

公
文　

正
子

佳　
　
　

作　
　

 

正
月
の
慣
に
米
と
ゆ
ず
り
葉
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

供
え
し
田
圃
も
荒
ら
し
て
し
ま
い
ぬ 

佐
々
木
真
里

佳　
　
　

作　
　

 

胃
を
切
る
か
切
ら
ぬ
か
平
静
は
よ
そ
ほ
ひ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
噴
き
あ
ぐ
る
街
路
樹
に
沿
ふ 

大
岸
由
起
子

佳　
　
　

作　
　

 

被
爆
者
の
背
に
ま
わ
し
た
る
オ
バ
マ
氏
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
の
温
も
り
よ
世
界
に
届
け 

中
村　

定
子

　

俳
句
の
部　
　
　

（
選
者　

亀
井
雉
子
男
氏
）

特　
　
　

選 　
　

炎
昼
や
絶
食
と
い
ふ
荒
治
療                  

森
本　

之
子

優　
　
　

秀　
　

 

地
下
足
袋
の
足
は
眠
ら
ず
三
尺
寝            

橋
本　

昭
和

佳　
　
　

作　
　

 

蝉
捕
り
の
子
の
影
過
ぎ
る
忠
魂
碑            

樫
谷　

雅
道

高
点
賞（
互
選
）

 

鬼
や
ん
ま
少
年
期
乗
せ
や
っ
て
く
る        

馬
場　

英
男

　
　 香

美
・
香
南
地
区
文
化
協
会
長
賞

ひ 

と
い
や

あ
ぜ

た
ん
ぼ

第
10
回
香
美

回
香
美
・
香
南

・
香
南
地
区
短
詩
型
文
学
振
興
大
会

地
区
短
詩
型
文
学
振
興
大
会

第
10
回
香
美
・
香
南
地
区
短
詩
型
文
学
振
興
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

掲
載
し
て
い
る
受
賞
作
品
は
香
美
市
の
方
の
作
品
の
み
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
９
月
３
日
・
香
南
市
の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

に
か
け
て
５
回
開
催
し
た
現
代

美
術
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。
こ

れ
は
、
地
方
か
ら
の
文
化
発
信
、

現
代
美
術
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
発

掘
を
目
的
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
は
、
高

知
市
文
化
プ
ラ
ザ
か
る
ぽ
ー
と

を
会
場
に
、
１
週
間
に
わ
た
り

公
開
制
作
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
繰
り
広
げ
、
若
手
作
家
た
ち

の
貴
重
な
戦
い
の
場
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
地
方
企

業
で
あ
り
な
が
ら
全
国
に
向
け

て
文
化
を
発
信
す
る
姿
勢
が
評

価
さ
れ
、
現
在
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
が
形
づ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
展
の
見
所
の
ひ
と
つ
は
、

国
際
的
な
評
価
の
高
い
森
村
泰

昌
の
作
品
で
、
森
村
本
人
が
名

画
の
中
の
人
物
に
な
り
す
ま
し
、

そ
の
絵
の
意
味
を
明
ら
か
に
す

る
写
真
に
よ
る
表
現
で
す
。
ま

た
本
県
出
身
の
合
田
佐
和
子
の

絵
画
に
は
、
美
し
さ
の
中
に
妖

し
い
魅
力
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
作
品
が

一
堂
に
公
開
さ
れ
る
の
は
今
回

が
初
め
て
。
分
か
り
に
く
い
と

言
わ
れ
る
現
代
美
術
に
親
し
む

良
い
機
会
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　

（
館
長
・
都
築
房
子
）

　

香
美
市
立
美
術
館
で
は
、
美

の
挑
戦
者
た
ち
と
し
て
、
ア
ー

ト
ア
ワ
ー
ド
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か

ら
多
彩
な
現
代
美
術
作
品
を
展

示
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
中
津
徹

さ
ん
（
株
式
会
社
イ
ン
タ
ー
ナ

カ
ツ 

ジ
ー
ン
ズ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

社
長
）
の
長
年
に
わ
た
る
芸
術

支
援
活
動
に
よ
り
収
集
さ
れ
て

き
た
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

　

ア
ー
ト
ア
ワ
ー
ド
と
は
、
衣

料
品
店
を
展
開
す
る
イ
ン
タ
ー

ナ
カ
ツ
が
平
成
15
年
か
ら
20
年

香
美
市
立
美
術
館

ア
ー
ト
の
窓

ア
ー
ト
の
窓

料
品
店
を
展
開
す
る
イ
ン
タ
ー

ナ
カ
ツ
が
平
成
15
年
か
ら
20
年

アートアワードコレクションより

－ 美の挑戦者たち －

１１月５日（土）～１２月１８日（日）

休館日／毎週月曜日（祝日の場合、火曜日が休館）

◆
問
い
合
わ
せ
先　

吉
井
勇
記
念
館　

☎
58
・
２
２
２
０

お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ  

『
吉
井
勇
と
猪
野
々
を
語
ろ
う
』

吉
井
勇
作
品
紹
介　

～
秋
～

　

吉
井
勇
に
と
っ
て
猪
野
々
は
、

彼
の
心
を
癒
や
し
、
再
起
す
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
地
で
す
。

お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
『
吉
井
勇

と
猪
野
々
を
語
ろ
う
』
は
、
当

館
館
長
と
学
芸
員
、
地
域
の
方
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
で
、
勇
の
猪

野
々
で
の
心
境
や
詠
ん
だ
短
歌

な
ど
を
通
じ
て
、
癒
や
し
と
な

っ
た
猪
野
々
の
魅
力
に
つ
い
て

語
り
合
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

短
歌
、
文
学
、
食
、
猪
野
々

の
く
ら
し
、
自
然
な
ど
に
つ
い

て
、
一
緒
に
語
り
合
い
ま
せ
ん

か
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
12
月
３
日
（
土
）

14
時
～
15
時

※

13
時
10
分
よ
り
学
芸
員
に
よ
る
展

示
解
説
（
要
入
館
料
）

【
場
所
】
猪
野
々
集
会
所

（
吉
井
勇
記
念
館
隣
）

【
参
加
費
】

無
料
（
お
茶
・
菓
子
付
き
）

【
定
員
】
20
人　

※

先
着
順

【
送
迎
バ
ス
】※

要
予
約

香
美
市
役
所
本
庁
舎
よ
り
、
Ｊ

Ｒ
バ
ス
美
良
布
駅
経
由
。　

行
き　

12
時
30
分
発

（
美
良
布
駅
12
時
50
分
）　

帰
り　

15
時
15
分
発

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

ふ
ん

１８Kami

ふ
ん
ふ
ん
ふ
ん
ふ
ん
ふ
ん
ふ
ん
ふ
ん
ふ
ん
ふ
ん
ふ
ん
ふふ
ん
ふふふ
ん
ふふふふふふふふふ
ん
ふふふふ
ん
ふふふふふふふ
ん
ふふふ
ん
ふふふふふふ
ん
ふふふふふふふふふふふふ
ん
ふふふふふふふふふ
ん
ふ
ん
ふふふふ
ん
ふ
ん
ふふふふふふふ
ん
ふ
ん
ふ
ん
ふ
ん
ふ
ん
ふふ
ん
ふふ
ん
ふふふ
ん
ふ
ん
ふふ
ん
ふ
ん
ふふふ
ん
ふ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん

▲『私の中のフリーダ（イバラの首飾り）』／森村泰昌

〔
解
説
〕
歌
集
『
天
彦
』
に
は
、

猪
野
々
隠
棲
時
に
詠
ん
だ
短
歌

が
多
く
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
『
爐
邊
の
友
』
と
い

う
章
に
は
「
わ
が
草
庵
を
訪
ひ

來
し
友
の
誰
彼
を
お
も
ふ
」
と

い
う
言
葉
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、

友
人
や
地
域
の
人
々
と
の
交
流

や
、
そ
れ
に
対
す
る
勇
の
心
情

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ろ

ひ
さ
び
さ
に
土
佐
の
う
ま
酒
醉
ま
ば
や
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

爐
に
火
を
焚
け
ば
心
し
ず
け
し


